
デッサン力とは

正しく観る力
+

それを証明する力

この二つを手に入れると
作品製作は自由になるぞ！



2020

3/24（火）～4/4（土）

13：00～17：00

■日　程

■持ち物

■カリキュラム

■料　金

■場　所

■受講条件

■申し込み方法

原則として美術系の進学を希望する、高校1・2年生の方対象

※定員になり次第締め切らせていただきます。先着6名

（12：30から入場できます。13：00までに水張り等の準備を終わらせましょう。）

Google Map

※グーグルマップのQRコードです。
リーダーで読み取るとURLが表示されます。
ブラウザかGoogle Mapでごらんください。

〒990-2447

山形市元木3丁目1-23B
☎ 080-5732-2886
E-mail : info@yamabijyuku.jp

※下記の道具は必ず全て必要です。忘れずに準備してください。
※塾内では道具の販売はしていません。本塾からの道具の貸与も基本的に行いません。
　道具の貸し借りも基本的に禁止です。

4B～Fまでの鉛筆 各3本以上
H～3Hまでの鉛筆 各2本以上
4H～10Hまでの鉛筆 各1本以上
フェキサチーフ 1管
練りゴム（デッサン用） １つ以上
羽箒 1本
切出し小刀・
又は刃の厚いナイフ（鉛筆削り用） 1本
カッターナイフ（紙切断用） 一本
水張りテープ 一巻
水張り用刷毛 一本
木製パネル　B3・木炭紙版 各一枚

　当塾ではパネル以外の道具は全て持ち
帰ることを義務にしています。次の日の講習
に向けてのメンテナンスと、道具の自己管理
のクセをつけるためです。道具の紛失等は
受講生の自己責任です。
　効率よく道具を管理し、運ぶためのケー
スもしっかり準備し、すぐ作画に入れるよう
に心がけましょう。

●画材 ●その他

注意！

スリッパ
昼食・飲み物等、必要と思うもの全て

※日曜・月曜は休みです。土曜日は講評会のみです。必要な場合はメモ帳等持参してください。

http://www.yamabijyuku.jp/contents/data_file/155_01.pdf

http://www.yamabijyuku.jp

受講の相談、電話による受験相談のご予約は右の電話番号、も
しくはE-mailでご連絡ください。返信させていただきます。受講
申し込みの場合は定員を確認の上返信させていただきます。
※申し込み前に受講相談をお勧めします。
面談による将来の希望や進路等相談した上で受講に納得され
たのち、下記URLでファイルをダウンロードし郵送、もしくはご
持参ください。
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オリジナルテキストによるレクチャー1

オリジナルテキストによるレクチャー2

石膏像（首像）デッサン1日目

石膏像（首像）デッサン2日目

講評会

　デッサンの基本的な考え方をオリジナルのテキストを使って解説し
つつ、トレーニングします。
　初日は西洋絵画技法の陰影描法の基礎です。

　二日目は複数のモチーフにかかるモチーフの位置と大きさの関係
についての解説と実践です。

　前日までのレクチャーを踏まえ、石膏像を描いてみます。
　美大受験のトレーニングでは有名なアルカイック彫刻をデッサンし
ます。1回目は首像です。

　一般的な美大受験生が木炭紙版のパネルに石膏像を描写すると
きにかかる時間が、だいたい6時間ぐらいです。
　同じ時間で取り組み、現状の実力を図ります。

　受講生全員の作品を並べて講評をします。受講生同士での意見の
交換をしたり、講師からのアドバイスを聞いたりと、客観的な視点を鍛
えるための会です。大学の演習でも行われます。

石膏像（胸像）デッサン1日目
　東京芸大一次試験等で描かれる石膏像胸像です。前回の首像より
質量が増え、動きも多くなり、プロポーションバランスを測るのが難し
くなります。そもそも構図が首像より難しいです。

石膏像（胸像）デッサン2日目
　ある種この鏡像を6時間でしっかり描き切れる事がまず一つ目の目
標かもしれません。手数的な意味でも集中力的にもまずはそれぐらい
です。この講習で確かめていましょう。

卓上デッサン1課題目
　私立美術系大学の入試で行われる事が多い卓上デッサンです。机
の上にモチーフを複数並べて同一画面に描写します。試験では3時間
以内で行われる事が多いので、1日課題です。

卓上（空間配置）デッサン2課題目
　卓上にモチーフを配置せず、与えられたモチーフを空間に配置した
と想定して描きます。試験ではモチーフ自体が想定になる場合もあり
ます。これも3時間以内の場合が試験では多いので、1日課題です。

講評会
　受講生全員の作品を並べて講評をします。意見交換を積極的にで
きるかどうかは大学生活でも重要です。積極的な意見交換を行う事
ができれば、AO入試の面接でも武器になります。

20,000円
入学金 10,000円
受講料

※山形美術進学塾で、すでに受講経験のある方は入学金は不要です。

（税込）

（税込）

AO入試での合格を狙うなら、持ち込み作品が必要です！
持ち込み作品で高い評価を得るには、良い作品が必要です！
良い作品を作るには、知識と技術と時間が必要です！
知識と技術を得るには、時間とトレーニングが必要です！

上記の通り、もうあまり時間はありません。
本気でクリエーターを目指すなら、
今すぐ始めましょう！


